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Ⅰ．調査の概要 

１．調査目的  
市民の健康や食生活の実態や健康づくりの意識・ニーズを把握し、「飯塚市健

康増進計画」策定の基礎資料とするとともに、今後の計画の推進に反映すること

を目的に、アンケート調査を実施した。 

２．調査対象  

対象者 配布数 
有効回収数

（回収率）

一般市民 市内在住の 20 歳以上（無作為抽出） 3,000 件 
844 件

（28.1％）

小学５年生 
飯塚東小、庄内小、上穂波小、椋本

小、鯰田小、鯰田小 
400 件 

385 件

（96.3％）

中学２年生 
飯塚第二中、飯塚鎮西中、頴田中、

筑穂中、穂波東中 
400 件 

340 件

（85.0％）

高校２年生 

嘉穂高等学校、嘉穂東高等学校、近

畿大学付属福岡高等学校、飯塚高

等学校 

400 件 
392 件

（98.0％）

乳幼児 ０歳～５歳 400 件 
162 件

（40.5％）

保 育 所 園 児 の 保 護
者 

穂波幼稚園、愛宕幼稚園、いぎすれ

んげ幼稚園、桜ヶ丘幼稚園、飯塚聖

母幼稚園、つぼみ保育園 

400 件 
337 件

（84.3％）

 

３．調査方法  
 一般市民：郵送配布、郵送回収 

 小学５年生、中学２年生、高校２年生：学校配布、学校回収 

 乳幼児：郵送配布、郵送回収 

 保育所園児：園から保護者に配布・回収 

４．調査期間  
 一般：令和 5 年 7 月 21 日～8 月 31 日 

 小学生・中学生・高校生：令和 5 年 6 月 27 日（即日回収） 

 乳幼児・園児：令和 5 年 7 月 7 日～7 月 21 日 

５．調査結果の見方 
 図表中の N は回答者全員、n は限定された回答者の数（母数）を示し、回答

率（％）の分母となっている。 

 回答は、各質問の回答者数（計）を基数とした百分率（％）で示している。

小数点第２位を四捨五入しているため、比率の合計が 100％にならない場合

がある。 

 複数回答の場合、その回答比率の合計は 100％を超える。 

 割合が 0.0％の場合は記載を省略する。  
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Ⅱ．アンケート集計結果（一般） 

１．あなた自身について  

（１）あなたの性別はどれですか。 

 「男性」が 43.8％、「女性」が 54.6％、「回答したくない」が 1.5％とな

っている。 

  

（２）あなたはどの年齢にあてはまりますか。 

 全体では、「60～69 歳」が 21.3％と最も高く、次いで「70～79 歳」

（17.3％）、「50～59 歳」（16.6％）となっている。 

 

 

 

 

（３）あなたがお住まいの地区1はどこですか。（※小学校を参照） 

 全体では、「飯塚地区」が 64.8％と最も高く、次いで、「穂波地区」

（19.2％）、「筑穂地区」（7.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
1  

 

 

飯塚地区：鯰田、立岩、飯塚東、菰田、 

飯塚、片島、伊岐須、八木山、

幸袋、飯塚鎮西 

穂波地区：若菜、椋本、高田、穂波東 

庄内地区：庄内 

筑穂地区：内野、上穂波、大分 

頴田地区：頴田 
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（４）あなたの同居家族は何人ですか。 

 全体では、同居人数は「２人」が 32.3％、同居家族は「配偶者」が 56.4％

と最も高い。 

 年齢別にみると、単身者の割合は「20～29 歳」（29.5％）が最も高い

が、次いで、「80 歳以上」（27.1％）、「60～69 歳」（20.6％）、「70～

79 歳」（19.9％）と高齢者の割合が高くなっている。 

《同居人数》 

 

 

 

 

 

 

 

 

《同居家族》 

 

 

  

56.4

36.5

16.5

1.5

3.3

7.0

15.4

3.8

4.5

61.1

34.3

16.2

1.1

2.2

7.6

16.5

1.6

4.3

53.4

39.0

16.5

1.7

4.3

6.5

13.9

5.6

4.6

30.8

7.7

23.1

7.7

0.0

7.7

38.5

0.0

7.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

配偶者

子

父母

祖父母

孫

兄弟姉妹

なし

その他

無回答

（％）

全体 (N=844)

男 (n=370)

女 (n=461)

回答したくない (n=13)
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（５）あなたの同居家族は 18 歳以下のお子さんがいますか。  

 全体では、「子どもはいない」が 55.7％と最も高く、次いで、「１.２.３以

外2」（16.1％）、「小学生」（11.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

2 「１.２.３以外」とは、「乳幼児」「小学生」「中学生」の３つ以外を言う。 

8.5

11.0

7.2

16.1

55.7

10.9

7.8

10.3

5.7

16.2

58.9

9.7

9.3

11.9

8.7

16.3

52.3

11.9

0.0

0.0

0.0

7.7

84.6

7.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

乳幼児

小学生

中学生

1.2.3以外

子どもはいない

無回答

（％）

全体 (N=844)

男 (n=370)

女 (n=461)

回答したくない (n=13)
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（６）あなたのご職業は何ですか。複数のご職業をお持ちの方は、主なものに○

をつけてください。 

 全体では、「会社員・公務員等（常勤）」が 33.4％と最も高く、次いで、

「無職」（23.7％）、「パート・アルバイト」（16.6％）となっている。 

 性別では、「会社員・公務員等（常勤）」の割合は「男性」の方が高い。ま

た、「パート・アルバイト」の割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「会社員・公務員等（常勤）」の割合は「20～29 歳」から

「50～59 歳」において、半数以上を占める。また、「パート・アルバイ

ト」の割合は「30～39 歳」から「60～69 歳」で高い傾向にある。 
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（６）-13 過去１か月の１週間あたりの実労働時間は何時間でしたか（休日を

含む）。 

 全体では、「40～50 時間」が 35.6％と最も高く、次いで、「30～40 時

間」（15.7％）、「50 時間以上」（15.3％）となっている。 

 性別で見ると「男性」が 40 時間以上の労働時間の割合が高くなってお

り、週 50 時間以上働いている人の割合が２割を超えている。 

 

 

 

  

 

3 （６）で「会社員・公務員等（常勤）」「パート・アルバイト」「自営業（事業経

営・個人商店など）」「自由業（個人で、自分の専門的知識や技術を生かした職業に

従事）」「その他」に○をつけた方のみ回答。 
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（７）ＢＭＩ4による肥満の傾向（※身長と体重から算出） 

 身長・体重より BMI を算出すると、全体では「普通」が 67.2％と最も高

く、次いで、「肥満」（21.4％）、「やせ」（9.4％）となっている。 

 性別では、「肥満」の割合は「男性」の方が高く、「やせ」の割合は「女

性」の方が高い。 

 年齢別では、「肥満」の割合は「40～49 歳」で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
4 身長と体重から算出される、肥満度を表す指数。 

式：ＢＭＩ=体重（㎏）÷｛身長（m）×身長（m）｝ 

判定

基準 

指 数 18.5 未満 18.5～25.0 25.0 以上 

判 定 やせ 普通 肥満 
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（８）あなたの現在の健康状態を次の中から選んでください。 

 全体では、「ふつう」が 53.3％と最も高く、次いで、「よい」（17.9％）、「あ

まりよくない」（15.2％）となっている。 

 性別では、「女性」の方が「男性」より健康状態はよい傾向にある。 

 年齢別では、年齢が高くなるにつれて健康状態は悪い傾向にある。 
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（９）あなたは現在治療中の病気がありますか。  

 全体では、「特にない」が 33.6％と最も高く、次いで、「高血圧」（22.9％）、

「腰痛、足の痛み」（15.8％）となっている。 

 性別では、「男性」は「糖尿病」と「心臓病」の割合が「女性」よりも高

く、「女性」は「骨粗しょう症」と「アレルギー（花粉症など）」の割合が

「男性」よりも高い。 

 

 

 

 

 

  

22.9

7.7

9.0

1.5

4.0

1.8

2.0

2.0

2.1

3.6

23.2

6.2

13.0

3.5

6.2

1.6

2.4

2.7

1.6

0.8

23.0

8.9

6.1

0.0

2.4

2.0

1.7

1.5

2.6

5.9

7.7

7.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

高血圧

脂質異常症

糖尿病

高尿酸血症（痛風）

心臓病

肝臓病

腎臓病

がん

貧血

骨粗しょう症

（％）

全体 (N=844) 男 (n=370) 女 (n=461) 回答したくない (n=13)

15.8

1.7

5.5

2.0

6.6

6.2

10.0

12.0

33.6

5.1

18.4

0.3

6.2

2.2

6.2

5.9

7.0

11.9

32.4

6.2

13.7

2.8

4.8

2.0

6.9

6.3

11.9

12.1

34.3

3.9

15.4

0.0

7.7

0.0

7.7

7.7

23.1

7.7

46.2

15.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

腰痛、足の痛み

更年期障がい

不眠

うつ病

むし歯

歯周病

アレルギー（花粉

症など）

その他

特にない

無回答

（％）
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２．食生活について 

（１）あなたの平日のお食事（朝食、昼食、夕食について）をうかがいます。 

《➀ 食事をとっていますか》 

朝食 

 全体では、「必ず食べる」割合が 60.5％と最も高い。 

 性別では、「男性」の方が食べない傾向が高い。 

 年齢別では、年代が若くなるにつれて食べない傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食 

 全体では、「必ず食べる」割合が 68.7％と最も高い。 

 性別では大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「30～39 歳」から「50～59 歳」にかけて食べない傾向が

高い。 
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夕食 

 全体では、「必ず食べる」割合が 78.9％と最も高い。 

 性別、年齢別では大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《➀-１5 食事を食べない理由は何ですか》 

朝食 

 全体では、「習慣になっている」割合が 39.7％と最も高い。 

 性別では、「男性」と「女性」ともに「習慣になっている」割合が最も高

い。 

 年齢別では、年代が若い世代で「時間がない」割合が高く、「80 歳以上」

では、「食欲がない」割合が高い。 

 

  

 
5 前設問➀で「食べないことが多い」「食べない」を選んだ方のみ回答。 
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昼食 

 全体では、「習慣になっている」割合が 26.5％と最も高い。 

 性別では、「男性」の方が「女性」よりも「習慣になっている」割合が高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕食 

 全体では、「その他」の割合が 18.8％と最も高い。 

 性別では、「男性」の方が「女性」よりも「時間がない」「食欲がない」の

割合が高い傾向にある。 

 年齢別では、年代が若い世代で「ダイエット」の割合が高い。 
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《➁ 食事の時刻は一定ですか》 

朝食 

 全体では、「はい」の割合が 65.4％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、年代が若い世代で「いいえ」の割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食 

 全体では、「はい」の割合が 64.9％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、年代が若い世代で「いいえ」の割合が高い傾向にある。 
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夕食 

 全体では、「はい」の割合が 62.0％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、年代が若い世代で「いいえ」の割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《➂ 誰が作りますか》 

朝食 

 全体では、「自分」の割合が 51.7％と最も高い。 

 性別では、「男性」は「家族」の割合が高く、「女性」は「自分」の割合が

高い。 

 年齢別では、「購入」の割合が「18～19 歳」で最も高い。 
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昼食 

 全体では、「自分」の割合が 44.9％と最も高い。 

 性別では、「男性」は「家族」の割合が高く、「女性」は「自分」の割合が

高い。 

 年齢別では、「購入」の割合が「40～49 歳」で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕食 

 全体では、「自分」の割合が 46.8％、次いで、「家族」の割合が 31.0％と

なっている。 

 性別では、「男性」は「家族」の割合が高く、「女性」は「自分」の割合が

高い。 

 年齢別では、「18～19 歳」は「家族」の割合が最も高く、その他の世代で

は「自分」の割合が最も高い。 
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《➃ 誰と食べますか》 

朝食 

 全体では、「家族」の割合が 42.5％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「20～29 歳」と「50～59 歳」では「一人で」の割合が最

も高く、その他の世代では「家族」の割合が最も高い。「18～19 歳」で

は「家族」と「一人で」の割合が 33.3％となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昼食 

 全体では、「一人で」の割合が 32.6％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「18～19 歳」で「職場や学校の人」、「70～79 歳」と「80

歳以上」では「家族」の割合が最も高く、その他の世代では「一人で」の割

合が最も高い傾向にある。 
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夕食 

 全体では、「家族」の割合が 59.1％と最も高い。 

 性別では、「一人で」の割合は「男性」の方が高い。 

 年齢別では、「20～29 歳」では「一人で」の割合が高い傾向にある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） あなたは、食事のときに「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつ

をしていますか。 

 全体では、「している」と「だいたいしている」を合わせた割合が 75.0％

となっている。 

 性別では、「してない」の割合は「男性」の方が高い。 

 年齢別では、「50～59 歳」以上で「していない」割合が高い傾向にある。 
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（３）あなたは、１日に２回以上「主食・主菜・副菜」6をそろえて食べること

が、週に何日ありますか。 

 全体では、「ほとんど毎日食べる」が 43.0％と最も高く、次いで、「週４～

５日食べる」（22.6％）、「週２～３日食べる」（20.3％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、年代が低くなるにつれて食べる頻度は少ない傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
6 主食：米、パン、めん類などを使った料理。 

 主菜：魚や肉、卵、大豆製品などを使った副食の中心となる料理。 

 副菜：野菜、海そう、きのこ、いもなどを使った料理。 
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（４）あなたは、ふだん野菜を１日に何皿くらい食べていますか。 

 全体では、「１皿以上２皿未満」が 37.2％と最も高く、次いで、「２皿以

上３皿未満」（25.4％）、「３皿以上４皿未満」（15.5％）となっている。

野菜の１日の目標量7を摂取している割合は 3.1％となっている。 

 性別では、野菜を摂取している割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、野菜の１日の目標量を摂取している割合は、「60～69 歳」

（6.1％）と最も高く、「18～19 歳」では 0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
7 野菜の１日の目標量は５皿分（350ｇ）。小鉢１皿を 70ｇとする。 
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（５）あなたは、ふだん果物を食べていますか。 

 全体では、「ほとんど食べない」が 43.1％と最も高く、次いで、「週２～３

日食べる」（30.0％）、「ほとんど毎日食べる」（15.6％）となっている。 

 性別では、ふだん果物を食べる割合は「女性」の方が高い。また、「ほとん

ど食べない」割合は「男性」の方が高い。 

 年齢別では、「ほぼ毎日食べる」割合は、年代が高くなるにつれて高い傾向

にある。また、「ほとんど食べない」割合は、「18～19 歳」から「50～59

歳」で過半数を占める。 
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（５）-18 果物を１日にどのくらい食べますか。 

 全体では、「100g 未満」が 48.5％と最も高く、次いで、「100～200g

未満」（44.7％）となっている。 

 性別では、果物の摂取量は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「18～19 歳」から「50～59 歳」では「100g 未満」の割

合が半数以上を占めている。また、その他の世代では、「100～200g 未

満」の割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

8 （５）で「ほぼ毎日食べる」「週４～５日食べる」「週２～３日食べる」に○をつけ

た方のみ回答。 
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（６）あなたは食事のとき、ゆっくり、よく噛んで食べますか。 

 全体では、「どちらかといえばゆっくり、よく噛んで食べていない」が

42.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえばゆっくり、よく噛んで食べ

ている」（31.5％）となっている。 

 傾向としては、「どちらかといえば、ゆっくりよく噛んで食べている」「ゆ

っくり、よく噛んで食べていない」の割合が高くなっている。 

 性別では、「女性」の方が「どちらかといえばゆっくり、よく噛んで食べて

いる」「ゆっくりよく噛んで食べている」の割合が高い。 
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（７）あなたは、自分自身の食生活で気になっていることはありますか。  

 全体では、「野菜が足りない」が 37.1％と最も高く、次いで、「油物が多

い」（22.7％）、「満腹になるまで食べることが多い」（21.9％）となってい

る。 

 性別では、「カルシウムが不足している」割合は「女性」の方が「男性」の

２倍以上高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.5

5.5

1.5

22.7

16.4

37.1

15.2

21.7

1.9

1.7

13.5

14.5

10.5

5.4

1.9

27.3

12.4

34.1

8.9

25.9

1.6

2.2

14.3

16.2

12.4

5.4

1.3

19.1

19.1

39.3

20.4

18.0

2.0

1.1

12.6

12.6

7.7

7.7

0.0

23.1

30.8

46.2

7.7

30.8

7.7

7.7

23.1

30.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

好き嫌いが多い、食べるものがかたよっ

ている

食欲がない、少食

食べ残しが多い

油物が多い

甘いものが多い（清涼飲料水を含む）

野菜が足りない

カルシウムが不足している

塩分が多い

食物アレルギーがある

健康食品が多い

インスタント食品やレトルト食品が多い

調理済み食品（惣菜、弁当など）が多い

（％）

全体 (N=844) 男 (n=370) 女 (n=461) 回答したくない (n=13)

14.5

5.9

21.9

7.2

12.6

15.2

3.7

17.5

12.4

17.2

1.3

3.4

16.2

5.4

21.9

8.6

10.5

14.3

4.9

18.4

11.4

18.9

0.3

2.7

12.6

6.3

22.3

6.1

14.1

16.1

2.6

16.7

13.2

15.2

2.2

3.9

30.8

7.7

7.7

7.7

15.4

7.7

7.7

23.1

15.4

38.5

0.0

7.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

調理済み食品（惣菜、弁当な

ど）が多い

食事を抜くことが多い

満腹になるまで食べることが

多い

外食が多い

3食の食事以外でも食べるこ

とが多い

夕食の時間が遅い

夜食が多い

一人で食べることが多い

栄養のバランスが分からない

特にない

その他

無回答

（％）
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（８）あなたは、ご自身の食生活の改善についてどのように思いますか。 

 全体では、「改善したい」が 39.5％と最も高く、次いで、「改善に取り組

んでいる」（22.7％）、「改善するつもりがない」（20.9％）となってい

る。 

 性別では、「改善するつもりがない」割合は「男性」の方が「女性」より高

く、「女性」は「改善したい」割合が最も高い。 

 年齢別では、「改善に取り組んでいる」割合は年代が高くなるにつれて高い

傾向にあり、「改善したい」割合は年代が若くなるにつれて高い傾向にあ

る。 
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３．食育について  

（１）あなたは、「食育」という言葉やその意味を知っていますか。 

 全体では、「だいたい知っている」が 41.7％と最も高く、次いで、「言葉

を聞いたことがある」（31.6％）、「よく知っている」「知らない」

（12.9％）となっている。 

 性別では、「よく知っている」「だいたい知っている」割合は、「女性」の方

が高い。 

 年齢別では、「よく知っている」「だいたい知っている」割合は「40～49

歳」が最も高い。また、「知らない」割合は、「70～79 歳」以上で高い傾

向にある。 
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（２）あなたは、食育に関心がありますか。 

 全体では、「どちらかというとある」が 48.2％と最も高く、次いで、「ど

ちらかというとない」（18.4％）、「ある」（15.0％）となっている。 

 性別では、「ある」「どちらかというとある」割合は、「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「どちらかというとない」「ない」割合は「18～19 歳」が最

も高い。 
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（２）-19 関心がある理由は何ですか。 

 全体では、「生活習慣病の増加が問題になっているから」が 59.2％と最も高

く、次いで、「子どもの心身の健全な発育のために必要だから」（57.3％）、

「大量の食べ残しなど食品廃棄物が問題だから」（44.0％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
9 （２）で「ある」「どちらかというとある」に○をつけた方のみ回答。 
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（２）-210 関心がない理由は何ですか。 

 全体では、「他のこと（仕事、趣味など）で忙しいから」が 27.4％と最も

高く、次いで、「食事や食生活を特に意識しなくても問題はないから」

（24.5％）、「『食育』自体についてよく知らないから」（23.1％）となっ

ている。 

 性別では、「他のこと（仕事、趣味など）で忙しいから」の割合は「女性」

の方が高く、「食事や食生活を特に意識しなくても問題はないから」の割合

は、「男性」の方が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
10 （２）で「どちらかというとない」「ない」に○をつけた方のみ回答。 
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（３）あなたが「食育」の取り組みとして実践するとしたら何に関心があります

か。 

 全体では、「食生活の改善に関する活動」が 37.4％と最も高く、次いで、

「生活習慣病予防などのための料理教室」（36.4％）、「食品廃棄や食品リ

サイクルに関する活動」（25.1％）となっている。 

 性別では、「生活習慣病予防などのための料理教室」の割合は、「女性」の

方が 12.4 ポイント高い。 
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（４）あなたは、問 20 にあるような活動に参加したことがありますか。（※上

記項目の活動） 

 全体では、「参加したことがない」が 87.1％となっている。 

 性別では、「参加したことがない」割合は、「男性」の方が高い。 

 年齢別では、「参加したことがない」割合は「50～59 歳」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）あなたは、農林漁業体験（農業・家庭菜園を含む）をしたことがあります

か。 

 全体では、「体験したことがない」が 52.7％と最も高く、次いで、「ここ

5 年の間に体験した」（26.7％）、「6 年以上前に体験した」（18.0％）と

なっている。 

 年齢別では、「ここ５年の間に体験した」と「６年以上前に体験した」割合

は年代が高くなるにつれて低い傾向がある。 
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（６）あなたは、食塩摂取目標量11が成人の場合、男性が 7.5ｇ未満、女性が

6.5ｇ未満であることを知っていますか。 

 全体では、「知らない」が 61.6％と最も高い。 

 性別では、「知っている」割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「知らない」割合は「18～19 歳」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）あなたは、食品産業や家庭において食べ残しや食品の廃棄が発生している

ことに関して、日頃から「もったいない」と感じることがありますか。 

 全体では、「いつも感じている」が 55.1％と最も高い。 

 性別では、「いつも感じている」割合は、「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「いつも感じている」割合は、年代が高くなるにつれて高い傾

向にある。また、「あまり感じていない」「全く感じていない」割合は「30

～39 歳」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

  

 
11 食塩摂取量の例：みそ汁１杯＝1.5〜2g、インスタントラーメン 1 食＝５～6g、食

パン(６枚切り１枚)＝0.8g、たくあん 1 切れ=0.3g、梅干し１個=2.2g の塩分が含

まれる 
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（８）あなたは、食べ残しを減らす努力をしていますか。 

 全体では、「必ずしている」が 54.4％と最も高い。 

 性別では、「必ずしている」割合は、「男性」の方が高い。 

 年齢別では、「あまりしていない」「全くしていない」割合は「18～19

歳」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）あなたは、「食の安全性」についてどのように感じていますか。 

 全体では、「どちらかというと安全に感じる」が 50.2％と最も高く、次い

で、「どちらかというと不安に感じる」（21.2％）、「安全に感じる」

（11.7％）となっている。 

 性別では、「どちらかというと不安に感じる」「不安に感じる」割合は、「女

性」の方が高い。 

 年齢別では、「どちらかというと不安に感じる」「不安に感じる」割合は、

「50～59 歳」から「60～69 歳」で高い傾向にある。 
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（10）あなたは、「食の安全性」について関心がありますか。 

 全体では、「どちらかというと関心がある」が 62.7％と最も高く、次い

で、「非常に関心がある」（20.0％）、「どちらかというと関心がない」

（7.2％）となっている。 

 性別では、「どちらかというと関心がある」割合は、「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「非常に関心がある」割合は、年代が高くなるにつれて高い傾

向にある。 
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（11）あなたは、食の安全に関して気をつけていることがありますか。 

 全体では、「手や材料を洗う」が 66.2％と最も高く、次いで、「賞味期

限・消費期限内に食べる」（64.9％）、「火をしっかり通す」（63.5％）と

なっている。 

 性別では、食の安全に関して気をつけている割合は、「女性」の方が高い傾

向にある。 
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（12）あなたは、日頃から環境に配慮した農林水産物・食品（農薬や化学肥料

に頼らず生産された有機農産物や、過剰包装でなくごみが少ない商品な

ど）を選んでいますか。 

 全体では、「時々選んでいる」が 41.7％と最も高く、次いで、「あまり選

んでいない」（28.2％）、「いつも選んでいる」（12.1％）となっている。 

 性別では、「いつも選んでいる」と「時々選んでいる」割合は「女性」のほ

うが高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）あなたは、地元でとれた農畜産物を使用していますか。 

 全体では、「たまに使用している」が 39.5％と最も高く、次いで、「よく

使用している」（31.8％）、「わからない」（17.5％）となっている。 

 性別では、使用している割合は、「女性」の方が高い。 

 年齢別では、使用している割合は年代が高くなるにつれて高い。 
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（14）あなたは、地産地消を推進するためにどのような方策が効果的だと思い

ますか。 

 全体では、「スーパーなどに飯塚市産のコーナーを設置する」が 68.0％と

最も高く、次いで、「農畜産物直売所の充実」（50.9％）、「学校給食や保育

所給食での地産地消の利用促進」（44.0％）となっている。 
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（15）あなたは、次の地元の郷土料理を知っていますか。 

 全体では、「がめ煮（筑前煮）」が 91.5％と最も高く、次いで、「柿の葉ず

し」（38.0％）、「だぶ（だぶ汁）」（18.0％）となっている。 

 性別では、地元の郷土料理を知っている割合は、「女性」の方が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

91.5

18.0

38.0

4.1

1.2

5.5

2.5

89.2

14.9

28.9

2.4

1.1

8.1

2.4

93.3

20.8

45.6

5.6

1.3

3.3

2.6

92.3

7.7

30.8

0.0

0.0

7.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

がめ煮（筑前煮）

だぶ（だぶ汁）

柿の葉ずし

ぬくめなます

その他

一つもない

無回答

（％）

全体 (N=844)

男 (n=370)

女 (n=461)

回答したくない (n=13)
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（15）-112 あなたの家庭では、地元の郷土料理・伝統料理を作りますか。 

 全体では、「作る」が 56.4％と最も高い。 

 性別では、「作る」割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「作らない」の割合は、年代が若いほど高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（16）あなたは、月に 1 回以上、郷土料理や伝統料理を食べていますか（地元

に限定せず、日本全国の郷土料理や伝統料理を含みます）。 

 全体では、「食べていない」が 46.7％と最も高く、次いで、「食べてい

る」（34.7％）、「わからない」（15.9％）となっている。 

 年齢別では、「食べていない」の割合は、年代が若くなるにつれて高い傾向

にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 
12 （15）で「がめ煮（筑前煮）」「だぶ（だぶ汁）」「柿の葉ずし」「ぬくめなます」

「その他」に○をつけた方のみ回答。 
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（17）あなたは、地域や所属コミュニティ（職場などを含む）での食事会など

の機会があれば参加したいと思いますか。 

 全体では、「わからない」が 41.4％と最も高く、次いで、「参加したくな

い」（28.9％）、「参加したい」（27.5％）となっている。 

 性別では、「参加したい」割合は、「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「参加したい」割合は、「18～19 歳」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（18） 過去 1 年間に地域や所属コミュニティでの食事会などに参加しました

か。 

 全体では、「参加していない」が 69.0％となっている。 

 年齢別では、「参加した」割合は「40～49 歳」が最も高い。 
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（19）あなたは、健全で豊かな食生活の実現に向けて、食育を推進するため

に、市にどのようなことに重点的に取り組んで欲しいですか。 

 全体では、「地元の農産物の給食での利用や、直売所情報の充実など、地産

地消の推進」が 39.6％と最も高く、次いで、「『早寝・早起き・朝ごはん』

の推進など、子どもの基本的生活習慣確立へ向けた取組」（29.3％）、「配食

サービスや『高齢者の料理教室』など、高齢者の食生活の充実の促進」

（28.0％）となっている。 
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４．あなたの運動習慣・身体活動ついて  

（１）あなたは、１日（24 時間）で何歩13くらい歩いていると思いますか。 

 全体では、「3,000 歩未満」が 27.6％と最も高く、次いで、「5,000 歩

台」（15.4％）、「3,000 歩台」（14.8％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、年代が高くなるにつれて、歩数が少ない傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
13 1,000 歩は 10 分程度にあたり、距離では 600～700ｍが目安とする。 
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（２）あなたは、生活の中で（運動以外で）からだを動かすことを意識していま

すか。 

 全体では、意識している割合は約７割以上を占め、「特に意識はしていな

い」は 21.1％となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、年代が若くなるにつれて「特に意識はしていない」割合は高

い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）あなたは、運動の習慣がありますか。 

 全体では、「運動の習慣がない」が 57.2％と高い。 

 性別では、「運動の習慣がない」割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「運動の習慣がない」割合は「20～29 歳」から「60～69

歳」で高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

  



 

43 

（３）-114 １週間に何日程度運動しますか。 

 全体では、「3 日」「５日」が 18.2％と最も高く、次いで、「2 日」

（16.0％）、「7 日」（15.7％）となっている。 

 性別では、「４日」以上の割合は「男性」の方が高い。 

 年齢別では、週の半数以下である「３日」以内の割合は「18～19 歳」か

ら「30～39 歳」にかけて高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
14 （３）で「運動の習慣がある」に○をつけた方のみ回答。 



 

44 

（３）-215 運動を行う１日の平均運動時間はどのくらいですか。 

 全体では、「１時間台」が 36.5％と最も高く、次いで、「30 分以上１時間

未満」（28.8％）、「30 分未満」（17.1％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、年代が若い人ほど運動時間が長い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
15 （３）で「運動の習慣がある」に○をつけた方のみ回答。 



 

45 

（３）-316 主にどのような運動をしていますか。 

 全体では、「ウォーキング、散歩」が 56.1％と最も高く、次いで、「ヨガ、

ストレッチ」（21.7％）、「体操（ラジオ体操など）」（21.1％）となってい

る。 

 性別では、第１位は全体と同様だが、男性の第２位は「体操（ラジオ体操

など）」と「トレーニング（スポーツジムなど）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
16 （３）で「運動の習慣がある」に○をつけた方のみ回答。 



 

46 

（３）-417 運動習慣がない理由はなんですか。 

 全体では、「時間がない」が 42.9％と最も高く、次いで、「長続きしな

い」（37.9％）、「面倒くさい」（26.7％）となっている。 

 性別では、全体と同様の順位となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
17 （３）で「運動の習慣がない」に○をつけた方のみ回答。 



 

47 

（３）-518 今後、運動を始める予定はありますか。 

 全体では、「いずれは始めたい」が 48.2％と最も高く、次いで、「始める

予定はない」（27.3％）、「わからない」（14.9％）となっている。 

 性別では、「始める予定はない」割合は、「男性」の方が高い。 

 年齢別では、始める意思があり、検討する割合は年代が若くなるにつれて

高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
18 （３）で「運動の習慣がない」に○をつけた方のみ回答。 



 

48 

（３）-619 どんなきっかけがあれば、運動を始められそうですか。 

 全体では、「時間に余裕ができたら」が 46.7％と最も高く、次いで、「興

味の持てる運動が見つかったら」（27.3％）、「適当な場所や施設があれ

ば」（26.9％）となっている。 

 性別での大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
19 （３）で「運動の習慣がない」に○をつけた方のみ回答。 



 

49 

５．あなたの休養やこころの健康について  

（１）あなたは、この１ヶ月に睡眠による休養が十分とれていますか。 

 全体では、「まあまあとれている」が 49.2％と最も高く、次いで、「十分と

れている」（27.0％）、「あまりとれていない」（20.6％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「あまりとれていない」「まったくとれていない」割合は「40

～49 歳」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

50 

（２）あなたの１日の平均睡眠時間（昼寝も含む）は何時間ですか。 

 全体では、「５時間以上６時間未満」が 35.1％と最も高く、次いで、「６

時間以上７時間未満」（32.2％）、「７時間以上８時間未満」（15.4％）と

なっている。 

 性別では、１日の平均睡眠時間は「女性」の方が短い。 

 年齢別では、「５時間未満」の割合は、年代が若くなるにつれて高い傾向に

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）あなたはこの１ヵ月に精神的疲れやストレスを感じることがありますか。 

 全体では、「多少ある」が 49.9％と最も高く、次いで「大いにある」「あ

まりない」（21.1％）、「まったくない」（6.0％）となっている。 

 性別では、「大いにある」割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「大いにある」割合は「20～29 歳」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

51 

（３）-120 あなたはどのようなことにストレスを感じていますか。  

 全体では、「自分の仕事」が 46.6％と最も高く、次いで、「収入・家計・

借金など」（24.9％）、「家族以外との人間関係」（23.9％）、となってい

る。 

 性別では、「女性」は「家事」「育児」等の割合が「男性」よりもはるかに

高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
20 （３）で「大いにある」「多少ある」に○をつけた方のみ回答。 

21.5

23.9

2.5

1.5

0.3

1.8

12.9

12.7

24.9

16.9

14.0

16.1

22.3

2.5

0.4

0.0

1.7

16.9

9.9

24.8

19.8

10.7

25.5

24.9

2.6

2.3

0.6

2.0

10.1

14.5

24.6

14.8

16.2

16.7

25.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.3

16.7

33.3

16.7

16.7

0 10 20 30 40 50 60

家族との人間

関係

家族以外との

人間関係

恋愛・性に関

すること

結婚

離婚

いじめ、セクシャル・

ハラスメント

生きがいに関

すること

自由にできる時

間がないこと

収入・家計・

借金など

自分の病気

家族の病気

や介護

（％）

全体 (N=599) 男 (n=242) 女 (n=345) 回答したくない (n=12)

1.0

4.3

11.5

2.8

5.0

46.6

5.3

8.0

5.0

2.2

2.7

0.0

2.1

2.9

2.1

4.1

52.1

4.1

7.4

6.6

2.9

1.2

1.4

6.1

17.1

3.5

5.5

42.3

6.4

8.1

4.1

1.4

3.8

8.3

0.0

25.0

0.0

8.3

58.3

0.0

16.7

0.0

8.3

0.0

0 10 20 30 40 50 60

妊娠・出産

育児

家事

自分の学業・

受験・進学

子どもの教育

自分の仕事

家族の仕事

住まいや生活

環境（公害・安全

及び交通事情を含む）

その他

わからない

無回答

（％）



 

52 

（４）誰かに悩みを相談したり助けを求めたりすることにためらいを感じます

か。 

 全体では、「そうは思わない」が 28.2％と最も高く、次いで「どちらかと

いうとそう思う」（27.7％）、「どちらかというとそうは思わない」

（21.1％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

53 

（４）-121 誰かに悩みを相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感

じる理由は何ですか。 

 全体では、「身近な人には相談したくない（できない）悩みだから」が

37.7％と最も高く、次いで、「自分の悩みを解決できるところはないと思

っているから」（33.3％）、「病院や支援機関等（行政の相談窓口）の専門

家に相談したいと思っているが相談するハードルが高く感じるから」

（17.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
21 （４）で「そう思う」「どちらかというとそう思う」に○をつけた方のみ回答。 



 

54 

（５）あなたは、「自殺」についてどのように思いますか。  

 全体では、「自殺を考える人の多くは、精神的に追い詰められて他の方法を

思いつかなくなっている」が 57.0％と最も高く、次いで、「自殺を考える

人は、様々な問題を抱えていることが多い」（46.9％）、「自殺する人はよ

ほど辛いことがあったのだと思う」（40.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.1

40.4

3.1

40.6

10.9

8.1

7.8

8.4

1.7

20.8

43.2

3.2

35.7

14.3

9.7

8.9

9.5

3.0

13.2

38.4

3.0

45.1

8.5

6.7

6.7

7.6

0.7

46.2

30.8

0.0

23.1

0.0

7.7

15.4

7.7

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

生死は最終的に本人の判断に任せるべき

自殺せずに生きていれば良いことがある

自殺は繰り返されるので、周囲の人が止

めることはできない

自殺する人はよほど辛いことがあったのだ

と思う

自殺は自分にはあまり関係がない

自殺は本人の弱さから起こる

自殺は本人が選んだことだから仕方がな

い

自殺を口にする人は、本当に自殺はしない

自殺は恥ずかしいことである

（％）

全体 (N=844) 男 (n=370)

女 (n=461) 回答したくない (n=13)

25.4

35.7

46.9

57.0

21.2

0.8

10.9

3.6

3.3

23.8

32.4

43.2

52.4

21.6

1.4

13.5

2.7

2.2

26.7

38.6

50.1

60.7

20.8

0.4

8.7

3.9

4.3

23.1

23.1

38.5

53.8

23.1

0.0

15.4

15.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

自殺は、その多くが防ぐことのでき

る社会的な問題である

自殺をしようとする人の多くは、何

らかのサインを発している

自殺を考える人は、様々な問題を

抱えていることが多い

自殺を考える人の多くは、精神的

に追い詰められて他の方法を思い

つかなくなっている

自殺する人は、直前まで実行する

かやめるか気持ちが揺れ動いてい

る

責任を取って自殺することは仕方

がない

自殺は自身に関わる問題だと思う

その他（具体的に）

無回答

（％）



 

55 

（６）もし身近な人から「死にたい」と打ち明けられた時、あなたはどのように

対応しますか。 

 全体では、「耳を傾けてじっくりと話を聞く」が 66.8％と最も高く、次い

で、「解決策を一緒に考える」（43.8％）、「一緒に相談機関を探す」

（27.4％）となっている。 

 性別では、全体と同様の順位となっているが、「男性」の第３位は「『死ん

ではいけない』と説得する」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

56 

（７）あなたは、自殺対策に関する以下のことを知っていますか。 

 全体では、「いのちの電話」が 67.8％と最も高く、次いで、「こころの健康

相談統一ダイヤル」（32.6％）、「SNS を活用した相談（LINE やチャットな

ど）」（11.3％）となっている。 

 性別では、「女性」の方が相談先を知っている割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

57 

（８）あなたの周りで自殺（自死）をした方はいらっしゃいますか。 

 全体では、「いない」が 57.7％と最も高く、次いで、「同居以外の家族・親

族」（12.0％）、「知人」（11.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

58 

（８）-122 自殺（自死）で身近な方を亡くしたとき、ご自身が公的な相談機関

や民間団体の支援を利用しましたか。 

 全体では、「利用していない」が 88.3％と最も高く、次いで、「医師やカ

ウンセラーなど心の健康に関する専門家への相談」（2.5％）、「その他」

（1.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

 
22 （８）で「いない」以外に○をつけた方のみ回答。 



 

59 

（８）-223 もしその時知っていれば利用したかった支援内容はどれですか。

（当時、支援を必要としなかった方は「1．特に支援を必要としなかった」

を回答してください） 

 全体では、「特に支援を必要としなかった」が 71.1％と最も高く、次い

で、「医師やカウンセラーなど心の健康に関する専門家への相談」

（8.8％）、「こころの健康相談統一ダイヤルなどの電話・SNS の相談」

（3.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
23 （８）-１で「利用していない」に○をつけた方のみ回答。 



 

60 

（９）あなたはこれまでに、本気で自殺をしたいと考えたことはありますか。 

 全体では、「ない」が 75.5％と最も高く、次いで、「10 年以上前にある」

（7.2％）、「この 1 年以内にある」（3.0％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

61 

（９）-１24 あなたはどのようなことにストレスを感じていますか。 

 全体では、「心の悩み」が 32.6％と最も高く、次いで、「家族関係の不

和」（30.3％）、「職場の人間関係」（22.7％）となっている。 

 性別では、男性の第１位は全体と同様だが、第２位が「職場の人間関係」

が 26.5％と最も高く、女性は、「家族関係の不和」が 34.6％と最も高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
24 （９）で「ない」以外に○をつけた方のみ回答。 



 

62 

（９）-225 自殺をしたいという考えを思いとどまった理由は何ですか。 

 全体では、「自殺を試みたが、死にきれなかった」が 36.4％と最も高く、

次いで、「できるだけ休養を取るようにした」（31.1％）、「趣味や仕事など

他の事で気を紛らわせるように努めた」（17.4％）となっている。 

 性別では、「女性」の方が「男性」に比べて、「できるだけ休養を取るよう

にした」割合が高く、「男性」は「女性」に比べて、「将来を楽観的に考え

るようにした」割合が高い。 

 

  

 
25 （９）で「ない」以外に○をつけた方のみ回答。 



 

63 

（10）今後求められるものとして、どのような自殺対策が有用であると思いま

すか。以下の中であてはまるもの全てに〇をつけてください。 

 全体では、「一緒に自殺する者を募ったり、自殺の手段を教えたりするネッ

ト上の書き込みや、自殺の動画等を配信したりする者に対する取り締まりや

支援情報の案内などのネットパトロール」が 36.1％と最も高く、次いで、

「危険な場所、薬品等の規制」（35.1％）、「職場におけるメンタルヘルス対

策の推進」（32.7％）となっている。 

 性別では、「女性」より「男性」の方が「様々な分野におけるゲートキーパ

ー（自殺のサインに気づき、適切な対応をとれる人）の養成」が 10 ポイン

ト多く、「一緒に自殺する者を募ったり、自殺の手段を教えたりするネット

上の書き込みや、自殺の動画等を配信したりする者に対する取り締まりや支

援情報の案内などのネットパトロール」が 8.7 ポイント多くなっている。 

 

 

 

  



 

64 

６．あなたの喫煙や飲酒習慣について 

（１）あなたは、現在たばこを吸っていますか。 

 全体では、「吸ったことがない」が 55.9％と最も高く、次いで、「以前吸

っていた」（27.4％）、「現在吸っている」（15.8％）となっている。 

 性別では、「現在吸っている」または「以前吸っていた」割合は、「男性」

の方が高い。 

 年齢別では、「現在吸っている」と「以前吸っていた」割合は、「40～49

歳」から「60～69 歳」で過半数を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

65 

（１）-126 １日平均何本ぐらい吸いますか。また何歳から吸っていますか。 

《１日に吸っている平均本数》 

 全体では、「20 本以上 30 本未満」が 35.3％と最も高く、１日 10 本以

上吸う割合は８割を超えている。 

 性別では、１日の平均本数は「男性」の方が多い。 

 年齢別では、１日に 20 本以上吸う割合は「50～59 歳」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《吸い始めた年齢》 

 全体では、「20 歳代」が 56.4％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「10 歳代」の割合は「50～59 歳」が最も高い。 

 

 

  

 
26 （１）で「現在吸っている」に○をつけた方のみ回答。 



 

66 

（１）-227 あなたは、禁煙についてどう思っていますか。 

 全体では、「関心はあるが、今すぐ取り組もうとは思っていない」が

55.6％と最も高く、次いで、「関心がない」（23.3％）、「関心があり、少

しずつでも実行している」（13.5％）となっている。 

 性別では、「関心があり、少しずつでも実行している」割合は男性のほうが

高い。 

 年齢別では、「関心があり、今すぐ取り組みたいと思っている」と「関心が

あり、少しずつでも実行している」割合は「60～69 歳」と「70～79

歳」で高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
27 （１）で「現在吸っている」に○をつけた方のみ回答。 



 

67 

（２）あなたは、受動喫煙28の害について知っていますか。 

 全体では、「言葉も内容も知っている」が 78.3％と最も高く、次いで、

「言葉は聞いたことがあるが、具体的な内容は知らない」（9.6％）、「知ら

ない」（6.9％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「言葉は聞いたことがあるが、具体的な内容は知らない」「知

らない」割合は「50～59 歳」以上で高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
28 室内又はこれに準ずる環境において、他人のたばこの煙を吸わされること。喫煙者

が吸い込む煙よりも、たばこの先から出ている煙の方に有害物質は多く含まれるた

め、非喫煙者でも、このたばこの煙を吸い込むことで健康への害が生じる。 
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（３）あなたは、この 1 か月間に、望まずに受動喫煙を受けた機会がありました

か 

 全体では、「なかった」が 67.1％と最も高く、次いで、「あった」

（26.5％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「あった」割合は、年代が若くなるにつれて高い傾向にある。 

 

 

  



 

69 

（３）-129あなたが望まない受動喫煙を受けた場所はどこですか 

 全体では、「その他」が 31.7％と最も高く、次いで、「飲食店」（30.4％）

となっている。 

 性別では、「女性」は「家庭」での割合が「男性」よりも高く、「男性」は

「職場」や「飲食店」での割合が「女性」よりも高い傾向にある。 

 

 

 

 

  

 

29 （３）で「あった」に○をつけた方のみ回答。 



 

70 

（４）あなたは、ＣＯＰＤ30（慢性閉塞性肺疾患）という言葉や内容について知

っていますか。 

 全体では、「知らない」が 45.1％と最も高く、次いで、「言葉は聞いたこ

とがあるが、具体的な内容は知らない」（25.6％）、「言葉も内容も知って

いる」（24.8％）となっている。 

 性別では、「言葉も内容も知っている」割合は女性のほうが高い。 

 年齢別では、「知らない」割合は「18～19 歳」が最も高く、「言葉も内容

も知っている」割合は「20～29 歳」から「40～49 歳」が高い傾向にあ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

30 主として喫煙などにより、有害物質を長期に吸い込むことによって肺に炎症がお

き、肺の中の組織が破壊されて酸素の取り込みや二酸化炭素を排出する機能が低

下する疾患。 
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（５）あなたは、どのくらいの頻度でお酒（清酒、焼酎、ビール、洋酒など）を

飲みますか。 

 全体では、「ほとんど飲まない」が 45.5％と最も高く、次いで、「毎日」

（16.2％）、「月に１～３日」（11.5％）となっている。 

 性別では、お酒を飲む頻度は「男性」の方が多い。 

 年齢別では、お酒を飲む頻度は「60～69 歳」の割合が最も高い。 
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（５）-131 お酒を飲む日は、１日あたり、どれくらいの量を飲みますか。清酒

に換算し32、あてはまるものを１つ選んでください。 

 全体では、「１合未満」が 37.9％と最も高く、次いで、「１合以上、２合

未満」（33.7％）、「２合以上、３合未満」（16.6％）となっている。 

 性別では、１日あたりのお酒を飲む量は「男性」の方が多い。 

 年齢別では、１日当たりのお酒を飲む量は、年代が高くなるにつれて少な

い傾向にある。 

 

  

 
31 （５）で「やめた」「ほとんど飲まない」以外に○をつけた方のみ回答。 
32 清酒１合（180ｍl）は、おおむね次の量。 

・ビール、発泡酒：500ｍl  ・チュウハイ（７度）：350ｍl 

・焼酎（20 度）：135ｍl  ・焼酎（35 度）：80ｍl 

・ウィスキーダブル１杯：60ｍl ・ワイン２杯：240ｍｌ 
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（５）-233 あなたは、お酒を何歳から飲み始めましたか。 

 全体では、「20 歳代」が 74.3％と最も高い。 

 性別では、「10 歳代」の割合は「男性」の方が高い。 

 年齢別では、「20 歳代」の割合が、年代が高くなるにつれて低い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
33（５）で「ほとんど飲まない」以外に○をつけた方のみ回答。 
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７．あなたの歯や口のことについて  

（１）あなたの歯は、現在何本ありますか34。（さし歯は数えますが、入れ歯は

除きます） 

 全体では、「24 歯以上 32 歯未満」が 56.4％と最も高く、次いで、「32

歯」（19.3％）、「20 歯以上 24 歯未満」（7.3％）となっている。 

 性別では、歯の本数は「男性」の方が少ない。 

 年齢別では、歯の本数は年代が高くなるにつれて少ない傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
34 普通の歯の本数は、「親知らず」を含めて、32 本。 
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（２）あなたは、何でも噛んで食べることができますか。 

 全体では、「何でも噛んで食べることができる」が 78.2％と最も高く、次

いで、「一部噛めない食べ物がある」（15.6％）、となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「なんでも噛んで食べることができる」割合は年代が高くなる

につれて低い傾向にある。また、「50～59 歳」から「一部噛めない食べ

物がある」の割合が急増している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）あなたの１日の歯みがきの回数は何回ですか。 

 全体では、「２回」が 52.6％と最も高く、次いで、「３回以上」

（26.2％）、「１回」（18.2％）となっている。 

 性別では、１日の歯みがきの回数は「女性」の方が多い。 

 年齢別では、「磨かない」割合は「80 歳以上」で最も高い。 
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（４）あなたが、１回あたりの歯磨きにかける時間は平均何分ですか。 

 全体では、「３～４分」が 49.1％と最も高く、次いで「１～２分」（26.7％）、

「５分以上」（21.6％）となっている。 

 性別では、「3～4 分」以上歯磨きしている人の割合が「女性」の方が「男

性」に比べて 11.6 ポイント高い。 

 年齢別では、年代が若くなるにつれて、１日の歯磨きの時間は長い傾向に

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）あなたはデンタルフロス（糸ようじ）や歯間ブラシを使っていますか。 

 全体では、「使っていない」が 46.1％と最も高く、次いで、「ほぼ毎日」

（24.2％）、「週に１～２回」（18.0％）となっている。 

 性別では、「使っていない」割合は「男性」の方が高い。 

 年齢別では、「使っていない」割合は「20～29 歳」が最も高い。また、「ほ

ぼ毎日」の割合は「60～69 歳」と「70～79 歳」で高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

  



 

77 

（６）あなたの歯ぐきの状態について、それぞれ「はい」「いいえ」でお答えく

ださい。 

《➀ 歯ぐきが腫れている》 

 全体では、「いいえ」の割合が 83.4％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「はい」の割合は「40～49 歳」から「60～69 歳」が高い

傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《② 歯を磨いたときに血が出る》 

 全体では、「いいえ」の割合が 74.9％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、年代が若くなるにつれて歯を磨いたときに血が出る傾向にあ

る。 
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（７）あなたは、この１年間に歯科医院で定期的に歯石をとったり、歯科検診を

受けましたか。 

 全体では、「受けた」方が 55.2％と高い。 

 性別では、「受けた」割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「受けなかった」割合は「18～19 歳」が最も高い。 
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８．健康づくりの取り組みについて  

（１）あなたは、自分の適正体重を知っていますか。 

 全体では、「おおよその目安は知っている」が 43.5％と最も高く、次いで、

「知っている」（40.5％）、「知らない」（13.2％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「知っている」「おおよその目安は知っている」割合は「20～29

歳」から「70～79 歳」にかけて高い傾向にある。 
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（２）あなたは、ロコモティブシンドローム35（運動器症候群）について聞いた

ことがありますか。 

 全体では、「知らない」が 63.3％と最も高く、次いで、「言葉は聞いたこと

があるが、具体的な内容は知らない」（19.2％）、「言葉も内容も知ってい

る」（15.4％）となっている。 

 性別では、言葉だけでも知っている割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「言葉も内容も知っている」割合は、「18～19 歳」と「80 歳以

上」が低い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

  

 
35 筋肉、骨、関節、軟骨といった運動器のいずれか、あるいは複数に障害が起こ

り、歩行や日常生活に何らかの機能低下をきたして、要介護になったり、要介護に

なる危険の高い状態。 
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（３）あなたは、フレイル36（虚弱）という言葉や内容について知っています

か。 

 全体では、「知らない」が 49.1％と最も高く、次いで、「言葉も内容も知

っている」（25.4％）、「言葉は聞いたことがあるが、具体的な内容は知ら

ない」（22.9％）となっている。 

 性別では、「言葉も内容も知っている」割合が「女性」の方が高い。 

 年齢別では、「言葉も内容も知っている」「言葉は聞いたことがあるが、具

体的な内容は知らない」割合は、「20～29 歳」と「60～69 歳」以上が

高い傾向にある。また、「知らない」割合は、「18～19 歳」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
36 年齢とともに、心身の力が弱くなり、生活ができなくなったり、障害、要介護状

態などの危険性が高くなった状態のこと。 
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（４）あなたは、メタボリックシンドローム37（内臓脂肪症候群）という言葉や

内容について知っていますか。 

 全体では、「言葉も内容も知っている」が 67.1％と最も高く、次いで、

「言葉は聞いたことがあるが、具体的な内容は知らない」（24.1％）、「知

らない」（6.4％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「言葉も内容も知っている」割合は、「80 歳以上」が最も低い。 

 

 

 

 

 

 

  

 
37 内臓脂肪がたまって、血圧、血糖、コレステロールが高くなり、食事や運動など

の生活習慣を改善しなければ、心筋梗塞や脳卒中などが起こりやすくなる状態の

こと。 



 

83 

（５）あなたは、血液検査や尿検査などの検査を行う健康診断等（特定健診を含

む）をこの１年間に受けましたか。 

 全体では、「受けた」が 82.1％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「受けなかった」割合は、年齢が若くなるにつれて高い傾向に

ある。 
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（５）-138 あなたは、健康診断等（特定健診含む）をどこで受けましたか。 

 全体では、「職場の健診」が 42.6％と最も高く、次いで、「医療機関（人間

ドックを除く）」（28.6％）、「市の健診」（16.0％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、働きざかりの世代は「職場の健診」が多く、年代が高くなる

につれて、「市の健診」と「医療機関」が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

38 （５）で「受けた」に○をつけた方のみ回答。 
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（５）-239 あなたは、健康診断等（特定健診含む）の結果を活用して、健康づ

くりに取り組んだことがありますか。 

 全体では、「必要な検査や治療を受けた」が 35.6％と最も高く、次いで、

「検査結果に異常がなかったので何もしなかった」（25.0％）、「食生活を改

善した」（21.2％）となっている。 

 性別では、「男性」の方が「女性」に比べて「タバコやお酒をひかえるよう

にした」と「検査結果に異常があったが何もしなかった」の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

39 （５）で「受けた」に○をつけた方のみ回答。 
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（５）-340 あなたは、健康診断など（特定健診含む）のあとに保健指導を受け

ましたか。 

 全体では、「受けなかった」が 66.5％と最も高い。 

 性別では、「受けた」割合は「男性」の方が高い。 

 年齢別では、「受けた」割合は年代が高くなるにつれて高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

40 （５）で「受けた」に○をつけた方のみ回答。 
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（５）-441 保健指導を受けなかった理由は何ですか。 

 全体では、「医者にかかっている」が 36.2％と最も高く、次いで、「健康

だから」（23.4％）、「忙しくて受診する時間がない」（11.5％）となって

いる。 

 性別では、「健康だから」の割合が「女性」の方が高い。 

 年齢別では、若い世代は健康への不安が少なく、保健指導に対する関心が

薄い傾向にあり、高齢世代では「医者にかかっている」割合が高い傾向に

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体、性別、年齢別の上位３項目を塗りつぶしている。 

 

 

 

  

 

41 （５）-３で「受けなかった」に○をつけた方のみ回答。 

全体

 (n=461)

男

 (n=192)

女

 (n=263)

回答したく
ない

 (n=6)

18～19歳

 (n=7)

20～29歳

 (n=43)

30～39歳

 (n=73)

40～49歳

 (n=68)

50～59歳

 (n=84)

60～69歳

 (n=82)

70～79歳

 (n=75)

80歳以上

 (n=28)

忙しくて受診する時間がない 11.5 13.0 10.3 16.7 0.0 7.0 13.7 20.6 15.5 11.0 5.3 0.0

医者にかかっている 36.2 38.5 34.2 50.0 0.0 7.0 8.2 14.7 38.1 54.9 65.3 78.6

健康だから 23.4 18.8 26.6 33.3 57.1 37.2 47.9 30.9 13.1 12.2 10.7 7.1

生活習慣を変えるつもりがない 3.9 5.2 3.0 0.0 0.0 0.0 4.1 8.8 7.1 2.4 1.3 0.0

生活習慣についていわれたくない 1.5 1.0 1.9 0.0 0.0 4.7 0.0 2.9 1.2 0.0 1.3 3.6

保健指導がなにかわからない 8.2 7.8 8.7 0.0 14.3 27.9 13.7 8.8 8.3 1.2 0.0 3.6

その他 7.6 6.3 8.7 0.0 0.0 4.7 6.8 8.8 11.9 9.8 5.3 0.0

無回答 7.6 9.4 6.5 0.0 28.6 11.6 5.5 4.4 4.8 8.5 10.7 7.1

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0



 

88 

（５）-542 あなたが、健康診断などを受けなかった理由は何ですか。  

 全体では、「忙しくて受診する暇がない」「医者にかかっている」がともに

18.1％と最も高く、次いで、「健康だから」（10.1％）となっている。 

 性別では、「医者にかかっている」割合は「男性」の方が「女性」よりも高

い傾向にある。 

 年齢別では、働きざかりである「20～29 歳」から「50～59 歳」にかけ

ての「忙しくて受診する時間がない」割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体、性別、年齢別の上位３項目を塗りつぶしている。 

 

 

 

 

  

 

42 （５）で「受けなかった」に○をつけた方のみ回答。 

全体
 (n=138)

男
 (n=53)

女
 (n=80)

回答したく
ない
 (n=5)

18～19歳
 (n=10)

20～29歳
 (n=11)

30～39歳
 (n=28)

40～49歳
 (n=17)

50～59歳
 (n=20)

60～69歳
 (n=20)

70～79歳
 (n=17)

80歳以上
 (n=15)

忙しくて受診する時間がない 18.1 15.1 18.8 40.0 10.0 18.2 21.4 35.3 35.0 10.0 0.0 6.7

医者にかかっている 18.1 26.4 13.8 0.0 0.0 9.1 0.0 5.9 10.0 25.0 35.3 66.7

寝たきりのため行くことができない 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

受診会場への移動手段がない 0.7 0.0 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0

病気を発見されるのが怖い 2.2 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 5.0 5.0 0.0 0.0

健康だから 10.1 17.0 6.3 0.0 10.0 18.2 7.1 11.8 15.0 5.0 11.8 6.7

健康には関心がない 1.4 1.9 1.3 0.0 0.0 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

悪いところはわかっている 3.6 5.7 2.5 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 10.0 11.8 0.0

どこで受診できるか知らない 8.0 3.8 11.3 0.0 40.0 9.1 10.7 5.9 0.0 0.0 0.0 13.3

費用がかかる 4.3 7.5 2.5 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 10.0 15.0 0.0 0.0

健診の時間が長い 1.4 0.0 2.5 0.0 0.0 0.0 3.6 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0

検査に伴う苦痛などが不安 1.4 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.9 5.0 0.0 0.0 0.0

健診項目が少ない 3.6 3.8 3.8 0.0 10.0 9.1 7.1 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0

その他 16.7 11.3 18.8 40.0 10.0 18.2 17.9 23.5 20.0 25.0 5.9 6.7

無回答 10.1 3.8 13.8 20.0 20.0 0.0 21.4 11.8 0.0 0.0 23.5 0.0

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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（６）あなたは、この１年間に胃がん検診や大腸がん検診、子宮頸がん検診など

何らかのがん検診を受けましたか。 

 全体では、「受けなかった」が 54.6％と高い。 

 性別では、「受けた」割合は「女性」の方が高い。 

 年齢別では、若い世代では「受けた」割合が低い傾向にある。 
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（６）-143 あなたが受診したがん検診に○をつけてください。 

 全体では、「胃がん検診」が 53.7％と最も高く、次いで、「子宮がん検

診」（41.6％）、「大腸がん検診」（39.0％）、となっている。 

 性別では、「男性」は「胃がん検診」が最も高く、次いで、「大腸がん検

診」「前立腺がん検診」となっている。また、「女性」は「子宮がん検診」

が最も高く、次いで、「乳がん検診」、「胃がん検診」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

43 （６）で「受けた」に○をつけた方のみ回答。 
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（６）-244 あなたは、がん検診をどこで受けましたか。 

 全体では、「医療機関」が 49.7％と最も高く、次いで、「市の検診」（23.9％）、

「職場の健診」（23.6％）となっている。 

 性別では、「男性」に比べて「女性」の方が「市の検診」や「医療機関（人

間ドックを除く）」を利用している割合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

44 （６）で「受けた」に○をつけた方のみ回答。 
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（６）-345 あなたががん検診を受けなかった理由は何ですか。  

 全体では、「医者にかかっている」が 20.8％と最も高く、次いで、「健康

だから」（17.4％）、「忙しくて受診する時間がない」（15.4％）となって

いる。 

 性別では、「健康だから」の割合が「男性」の方が高い。 

 年齢別では、若い世代は健康に対する不安の少なさや、日常生活の忙しさ

に関する理由が多い傾向にあり、高齢世代では「医者にかかっている」割

合が高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体、性別、年齢別の上位３項目を塗りつぶしている。 

 

 

  

 

45 （６）で「受けなかった」に○をつけた方のみ回答。 

全体
 (n=461)

男
 (n=218)

女
 (n=233)

回答したく
ない

 (n=10)

18～19歳
 (n=16)

20～29歳
 (n=46)

30～39歳
 (n=68)

40～49歳
 (n=61)

50～59歳
 (n=73)

60～69歳
 (n=75)

70～79歳
 (n=81)

80歳以上
 (n=40)

忙しくて受診する時間がない 15.4 13.3 16.3 40.0 25.0 15.2 23.5 27.9 24.7 9.3 2.5 0.0

医者にかかっている 20.8 21.6 21.0 0.0 0.0 0.0 4.4 4.9 12.3 25.3 46.9 60.0

寝たきりのため行くことができない 0.2 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 0.0

受診会場への移動手段がない 1.1 0.0 2.1 0.0 6.3 2.2 0.0 0.0 0.0 0.0 1.2 5.0

病気を発見されるのが怖い 3.9 2.3 5.6 0.0 6.3 0.0 1.5 6.6 6.8 8.0 1.2 0.0

健康だから 17.4 23.9 11.6 10.0 43.8 32.6 32.4 19.7 11.0 9.3 8.6 2.5

健康には関心がない 1.7 1.8 1.7 0.0 0.0 4.3 1.5 3.3 2.7 0.0 1.2 0.0

悪いところはわかっている 0.9 0.9 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4 1.3 1.2 2.5

どこで受診できるか知らない 3.5 3.2 3.4 10.0 12.5 13.0 2.9 1.6 2.7 0.0 1.2 5.0

費用がかかる 6.1 5.5 6.4 10.0 0.0 6.5 7.4 8.2 8.2 8.0 3.7 0.0

検診の時間が長い 2.0 2.3 1.3 10.0 0.0 2.2 2.9 3.3 1.4 2.7 1.2 0.0

検査に伴う苦痛などが不安 3.9 4.6 3.4 0.0 0.0 0.0 2.9 4.9 5.5 9.3 2.5 0.0

検診項目が少ない 0.9 1.4 0.4 0.0 0.0 4.3 0.0 0.0 2.7 0.0 0.0 0.0

その他 9.3 7.8 10.7 10.0 0.0 6.5 13.2 9.8 8.2 14.7 8.6 2.5

無回答 13.0 11.5 14.6 10.0 6.3 13.0 7.4 9.8 12.3 12.0 18.5 22.5

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
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（７）あなたは、今後がん検診を受けようと思いますか。 

 全体では、「はい」が 54.6％と最も高い。 

 性別では、「女性」の方が「はい」の割合が高い傾向にある。 

 年齢別では、「いいえ」の割合は「80 歳以上」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）-146 がん検診を受けない理由は何ですか。 

 全体では、「医者にかかっている」が 32.3％と高く、次いで、「健康だか

ら」（23.6％）、「忙しくて受診する暇がない」（13.6％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「40～49 歳」の「忙しくて受診する時間がない」割合が高

い。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

46 （７）で「いいえ」に○をつけた方のみ回答。 
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（８）あなたは、健康診断やがん検診を受ける方を増やすには、何が必要だと思

いますか。 

 全体では、「費用を安く（無料に）する」が 67.8％と最も高く、次いで、

「健診（検診）内容を充実させる」（28.8％）、「健診（検診）の仕組みを

わかりやすくする」（24.9％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 
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９．地域活動や情報について 

（１）あなたは、地域の人とのつながりは強い方だと思いますか。 

 全体では、「どちらともいえない」が 34.7％と最も高く、次いで、「どち

らかといえばそう思わない」（20.4％）、「どちらかといえばそう思う

（19.8％）となっている。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、地域の人とのつながりが強い方だと思う方は、年代が高くな

るにつれて高い傾向にある。 
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（２）あなたは、なんらかの社会活動（就労・就学を含む。）を行っています

か。 

 全体では、「行っていない」が 54.5％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 年齢別では、「行っている」割合は年代が若くなるにつれて高い傾向にあ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

97 

（３）あなたは、この１年間に健康に関するボランティア活動、地域社会活動

（区・コミュニティ活動・地域行事など）を行いましたか。 

 全体では、「ボランティア活動・地域社会活動には参加していない」が

52.1％と最も高い。 

 性別では、大きな差異はみられない。 
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（４）健康に関する情報で、知りたいと思うものはどのようなものですか。 

 全体では、「疲労回復やリフレッシュ方法、ストレス解消方法に関する情

報」が 33.1％と最も高く、次いで、「運動のできる場所や教室などの情

報」（31.6％）、「予防接種や感染症に関する情報」（25.6％）となってい

る。 

 性別では、大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


